
サテライトつちうら 第３弾
メ イ ン 大 会

～開催イベント紹介～





第 17回世界湖沼会議（いばらき霞ヶ浦 2018） 

サテライトつちうらメイン大会 

メイン会場（L’AUBE） プログラム 

午  前 

９:30～ オープニングイベント（屋外） 

①亀城太鼓保存会 亀城太鼓演舞

②土浦市立土浦第二小学校 合唱

③全体合唱（かすみがうら讃歌）

10:00～ 開会式（２F） 

①主催者あいさつ

・土浦市長

・茨城県県民生活環境部長

②サテライトつちうら実行委員長あいさつ

③来賓紹介

④話題提供

「世界湖沼会議と霞ヶ浦
 そして，これからに期待すること」 

土浦の自然を守る会 奥井登美子 

10:40～ 第１部 活動事例発表① 

①土浦市立上大津東小学校

 「霞ヶ浦を題材とした総合学習の成果」 

②鉾田市立白鳥西小学校

 「霞ヶ浦を題材とした総合学習の成果」 

③サテライトつちうら第１弾報告

「ハイスクール会議の成果」 

④サテライトつちうら第２弾報告

「流域連携市民会議の成果」 

11:30～ 第２部 行政の取組み 

①国土交通省関東地方整備局霞ヶ浦河川事務所

②国土交通省関東地方整備局霞ヶ浦導水工事事務所

③茨城県県民生活環境部環境対策課

④霞ヶ浦問題協議会

午  後 

13:00～ 第３部 活動事例発表② 

①ＨＭＢアウトドアクラブ

②霞ヶ浦湖上体験スクールスタッフの会

③(公社)日本技術士会 茨城県支部

④土浦暮らしの会

⑤霞ヶ浦研究会

⑥(国研)農業・食品産業技術総合研究機構

⑦NPO環境技術士ネットワーク

⑧認定 NPO法人宍塚の自然と歴史の会

⑨(一社)霞ヶ浦市民協会

⑩霞ヶ浦漁業協同組合・きたうら広域漁業協同組合

・茨城県霞ケ浦北浦水産事務所

⑪霞ヶ浦帆引き船・帆引き網漁法保存会

⑫(一社)日本釣用品工業会

⑬八千代エンジニアリング（株）

15:30～ パネルディスカッション 

テーマ『霞ヶ浦の将来像』 

 お互いの活動を認識し，認め合い，さらに，
個々の主体がそれぞれの方法で目指したいと
思える共通の「霞ヶ浦の将来像」を見出す。 

コーディネーター： 
  茨城大学農学部教授 黒田 久雄 

パ ネ ラ ー： 
（一社）霞ヶ浦市民協会 

 理事長 市村 和男 
認定 NPO法人宍塚の自然と歴史の会 

　理事長 及川 ひろみ
世界湖沼会議市民の会'18

 事務局長 吉田 薫 
国土交通省関東地方整備局霞ヶ浦河川事務所 

 副所長 小栗 幸雄 
茨城県県民生活環境部環境対策課  

課長 栗田 茂樹 

16:45～ サテライトつちうら総括報告 

17:00 閉会 

〇10:00～17:00 ポスター展示（１F） ※コアタイム 10:30～11:30 
〇10:00～16:00 団体・企業展示・体験ブース（屋外テント） NPO環境技術士ネットワーク/ＨＭＢアウトド

アクラブ/（公社）日本技術士会茨城県支部/土浦市女性団体連絡協議会/茨城県南方形波倶楽部/国土交通省関東地方整
備局霞ヶ浦河川事務所/国土交通省関東地方整備局霞ヶ浦導水事務所/茨城県霞ケ浦北浦水産事務所/（独）水資源機構
/(公社)水質保全協会/（株）カスミ/（株）コカ・コーラボトラーズジャパン/日立建機（株）/日本郵便 
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＜土浦港防潮堤の壁画アート 作品情報＞      担当：土浦青年会議所 環境政策委員会 

 

アーティスト枠 

（紹介順：J:COMスタジアム土浦側向かって右奥から） 

作者：麻生夏未/こどものアトリエ 

作品名：蒼く深く 

コンセプト：湖の深く広がる自然の中に、共存する植物や生き物蒼く輝く水の美しさを表現しました。 

作者：翔/画家 

作品名：shining of life 

コンセプト：生き生きと泳ぐ鯉たち、揺れる水草、差し込む光。霞ケ浦のほとりで生活する人々～釣りを

する人、散歩する人、憩う人～が心地良くなる絵を目指した。慌ただしく過ぎていく時間の中、ふっと心

にそよ風を吹かせられるような絵になったなら良いと思う。制作に取り組む 1 週間ほど前に「霞ケ浦の

最後のアサザ群落が消滅した」とのニュースを知った。そこで急遽アサザも描き入れることにした。せめ

てこの絵の中で、可憐な黄色の花が咲き誇ると良い。人間だけでなく、魚や小動物、植物など全ての生き

物にとって生きやすい霞ケ浦になることを祈って。 

作者：ナカムラマリ   

作品名：水面 

コンセプト：霞ヶ浦湖畔の美しい風景を描きました 

作者：西野初菜/芸術家 

作品名：この場所で生きていく 

コンセプト：生きた絵を描くことを第一として、黒一色が生み出すエネルギーを強く感じられるような

作品になればいいなと思って描きました。 

作者：小林由季/絵本作家・イラストレーター 

作品名：たいようの鏡 

コンセプト：100 年後の霞ヶ浦にこどもたちの笑顔と生き物たちの生命力溢れる姿があるようにと願い

を込めて描きました。制作には地元のこどもたちにも参加してらいました。いつか、ここに画を描いたこ

とがこどもたちの未来を変えるきっかけになったら嬉しいです。 

作者：Lakitsch 

作品名：The Special Ordinary Days -特別な日常- 

コンセプト：鳥が遊ぶいつものハーバー、自転車転がすあの小道。日常。生活。当たり前な景色の中はド

ラマチックが詰まっている！そんな気持ちで描かせてもらいました。私たちが感じている当たり前のこ

の日々は、感じている以上にスペシャルだと思うのです。The Special Ordinary Days 

作者：飯泉あやめ/現代アーティスト 

作品名：生きている霞ヶ浦 

コンセプト：いわゆる閉ざされた湖となり、水質も、人々との関わりも時代によって変化した。しかし、

霞ヶ浦の生き物たちは今も力強く生きている。風、波、水しぶき、太陽、水面の光、そして生き物の姿が

確かにある。傍観者になるのではなく、水辺でしか感じられない「生きている」霞ヶ浦を表現し、人々と

結びつけたい。  
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作者：たかほりひろこ/絵画・編み物・洋服・イラスト作家 

作品名：キラキラ探検隊 

コンセプト：一見かわいいけど、よく見るとちょっと変なモノ、そして茨城のあれこれを描きました。こ

の絵を観る人が色々物語を作ってくれたらと思います。そして、観た人が茨城で自身の素敵な物語を作

っていってくれたらという願いを込めました。 

作者：サゴ 

作品名：つちうらとかすみがうら 

コンセプト：ヒトとの接点が多い土浦の霞ヶ浦だからこそ、街を舞台に出来ました。コンセプトは土浦の

モール 505・蓮畑を舞台に“街と共存する霞ヶ浦” 

作者：RIKA（菊池理香）/チョークアーティスト・RIKAチョークアート工房 

作品名：水に咲く、水に遊ぶ 

コンセプト：霞ヶ浦の豊かな水とそこ棲む鯉、土浦の名産である蓮を情緒的に表現しました。見る人が豊

かな気持ちになることを願って。」 

（・ペンキをはじめとした資材の提供は（有）筒井塗装 様のご協力の元で行われました。） 

一般枠 

（紹介順：J:COMスタジアム土浦側向かって右側から） 

作者：（株）TWENTY 一同 

作者：（一社）土浦青年会議所 一同 

作者：こどものアトリエ 生徒一同 

作者：筑波研究学園専門学校  

こども未来学科３年 木村 香、坂本 智美、鶴岡 真夕子 

児童教育専攻科４年 大谷 菖、坂本 佳奈、渡部 佑香 

作品名：「霞ヶ浦に浮かぶ帆引き船と夜空を照らす大輪」 

コンセプト：土浦の美しい情景としていつまでも残したいという私たちの願いを込めて，日本三大花火

大会の一つである土浦花火大会の花火と，市章をアレンジした帆引き船と霞ヶ浦を描きました。 

作者：土浦日本大学高等学校 美術部 

1年 薄井麻矢、小川さくら、鈴木愛音、藤岡優衣 

2年 椎名可南子、苅部七海、中村莉子、今井もも 

作品名：水中 Girl 

コンセプト：ポップな色彩を中心に可愛い作品を目指しました。また、自由に部員同士が協力し、楽しい

制作になるように頑張りました。 

作者：常総学院中学校 美術部一同 

一般枠が８月中旬より描き始め、アーティスト枠は９月上旬より順次描き始めました。サテライトつち

うら実行委員会として、（一社）土浦青年会議所として、これだけ多くの方々が壁画アートに携わってく

れたことに感謝申し上げます。今後この壁画アートが霞ヶ浦や周辺の豊かな環境にとってプラスの効果

となり、地域のランドマークとることを願っています。 
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＜壁画制作の様子＞ 

＜SDGsクイズ大会＆フラタヒチアンダンスショー＞ 担当：土浦青年会議所 環境政策委員会 

持続可能な開発目標である「SDGs」を霞ヶ浦や地域の環境と照らし合わせ、大人も子供も楽しく学べ

る場を作ります。また、クイズ大会会場のすぐ側では「SDGsブース」を設置し霞ケ浦をはじめとする湖

沼に関わる目標の紹介も行います。また、上位入賞者には地域の特産品をはじめとした豪華賞品を用意

しており、地域の環境を楽しめる内容です。 

さらに、クイズの合間には、第１７回世界湖沼会議のテーマでもあります、人と湖沼の共生を表現して

いるフラタヒチアンダンスショーも行われます。 

ダンス参加グループ 

 MOANATEA hula&Tahitian dance school

 スポーツクラブ NAC

かけがえのない自然環境を後世に繋ぐために大切な知識を楽しく身に着けられる機会です。 
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　　　　　　　 世界湖沼と土浦の環境 
日時：2018.10.13（土）10:00～15:00 
場所：茨城県県南生涯学習センター（大和町9-1） 
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